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三主空ァゴ竺・ピ Jレロートの書簡集から

卜 庵 老生

97. 在ウキン，プラーム教授に宛て L。

〔1887-"J三明治20年 （ウヰンより 58歳）〕

『……凡てが夢だよ！夢だよ！然し何事もせやに仕事の友いと云ふ事は生活とは云へ友い0

・・だが病気だから仕方が友いにしても拙者の家族，拙者の友人，また拙者の門［，｛）が心をよ；し

て慰めてくれるのは喜ばしいよ！……どうも夜間睡眠がよ〈出来ない小醒乍睡の欣態lこは困

ってゐる。目下3時問か4時問の睡H民で．浦足してゐるより仕方が1主い。．．．．．他入の同情l乙針し

てはイ丁難 ＜tま思ふがさりとて此老人が之l乙針して何をJ;J.、て酬んカ冶f主だ！共J蕗謝の意を友する

嬬めt亡イ可か新しい

禦岡：T-! B.は愈 i:•l.、身共t乙老ひて来た！ 営時カ yレモチンかアダリンで、もあればよかつ

たと思λ~ ！不眠症．．．．．．共の障事kの:J;IJl屈は云は友いが多くの老人の悩みであるらしい。

98. 在パーゼ＇＂，ゾチン教授に宛て L。

〔1887年明治20年（サンギルケンより 58歳）〕

『……サユィギルケンへやって来た。…・ーーは静養のためーは家族のためだ0・…－そ．してピア J

だ，ピアノだ。近頃拙者は多少純快するだらうと云ふ昂－望をイ】ーする様になった。だが拙者の

肺，拙者の心臓，拙者の神経，拙者の腎と肝等々， Jlてが古い使ひ古しの機闘たるは下ふべか

らす•1さ！注意が必要法。…···Oertel の治療法は拙者には念激過ぎて！佐川出来ないから漸次減食

法をやってゐるより仕方が友い。然し拙者の脂肪心臓に針して急激主主減食法をやれば1最後と

云ふものだ。昔時君と一緒にオステンテでフルグンデル酒やシャンバンを痛飲した事を，也ひ

出すぞ。…・・J

99. 在ウヰン，グルズニ戸数段l乙宛て L。

〔1887!.1三 明治20年 （サンギルケンより 58歳）〕

『......6月8日の計量によると拙者の開量が101kgるったが6月23日の計量では 87＇／宣 kgiζ減

じた0・…・－印ち16日間で鱒量12kg減った事に君主った。だから此療法を績けて 85kg乃至 90kg

の閉まで引下げられると考へてゐるのだ。 レンパハ養イドIの叢いたピスマ｛クの霊像と比較す

るとピスマークと拙者の関東の増減は全く反事fだ0・・・・..J 
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柴岡子！醤者の病人ほど厄介主主ものはない。外科の大家 B.が其静養地にあって毎日毎日

惜量計とにらみ合ひをしてゐた姿が想像せらる L。肥大たる柴岡子よ！御用心p御用心。

100. 在イ1'1林大恩グルト教授に宛て L。

〔1887年明治20年（ウヰンより 58歳）〕

従。此時ランゲンペツタ死す。行年77歳。

『－…ランゲンベツク先生の葬式は伯林で施行せられるとの報知がありましたが拙者は丁度

咋日静養地からウヰンへ蹄ったばかりでありまして雑務山積£云ふ始末でありますし又何分

にも家族のもの共は拙者の病気に就いて心配をしてゐますから，最初は是非共先生の葬儀に伯

林まで出掛けたいとは考へてゐましたが，とても此際長途の膝行は出来ないから失躍をする心

算であります。…・・それから今後 Archiv tir die Chirurgieの雑誌は Bergmann,Bi!lroth, Gurlt 

の連名で蛮行する事には賛成でありますo・・・・・それからランゲンベツク先生の遁悼文の執筆者

の事ですが誰が書く事になるのでせうか？ 問先生の門弟としては時代から考へて Gurlt,

Esmarch, Bill『othと云ふ！｜煩序となる諜です。そしてエスマルヒは故先生とは個人的にも深い関

係にるるんですが資格から云ふと貴下です。それとも是非拙者に書けとたれば中身時聞がか

Lりますから弐年度の外科製舎をランヂンベツク追悼舎として一場の迫悼演説舎を盛大炉施

行すべきだと考へてゐます。何れにしても貴下の考への泊りにして下さい。拙者は近頃兎角

怠け者と友りました。……」

101. 在ベルリン，グルト教授に宛て L。

『……御希望に任せ兎K角に拙者の L先生追悼文の草稿を送りました。だが共同の外科泰

舎の L.先生追悼舎には是非共ペルクマンがー揚の追悼演説をせ友ければなら君主い役割だと思

ひます。その事は考へれば考へる程可左り六ケ敷しい問題です。此解決はべyレクマンがする

だらうと思びます。それから貴下とエスマルヒとベルクマンの加入も必要です。但しその役

割が若しも拙者に降りか Lってくるとなると貴下とヱスマルヒとアルノイドの助力がたけれ

ばIH来主主い仕事ですqそして又ごと之三三が綿帥の役者で君主ければ主主らたいと忠ひます。・…一J

恩師ラングンベツク教授の葬儀と云ひ又その追悼舎と云ひ伯林行きを挫けてゐた理由は

解ら友いにしても兎角伯林行きを雄つてゐたらしい事が解る。

102. 在ハイデFレベルヒ大弘チエルニー教授に宛て L。

〔1887年明治20&F （ウヰンより 58歳）〕

「……共後拙者の健康ii}（態は頗る良好だ。踏Jp~ 101 kgから 85kgへ減少したどlそして周

閣の人々は拙者が若返った顔貌だとひやかすよ！以前は運動も可友り難酷であったが近頃は

雨が降らうが風が吹かうが毎日 20-26kmを歩いてゐる。然も IllKI去り山を下タたどしてゐ

る却；態友のだ0・・・・拙者の私的醤設は近頃念に減うて来た。だから倹約生活をやらねば友ら友
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いと云ふ始末さ。……3人の子供は大きく友るし費用が嵩むので邸宅を賓却しようと考へてゐ

る。それは飴り金を食ひ過言「る邸宅だからだ。そして大準教授職も退きたいと考へてはゐる

が子供の！将来の矯めにそれも貫行出来ないのが悩みだ。人生の下り援と云ふものは決して美

しいものでは友いよ。……』

紫岡子！孤城落日で・t;;_いがまだ58歳でるる外科の大家 B.でさへとん友気持がるった。凡

ての老人は寂しがるものである！

103. A. 在伯林， シユメルリング夫人に宛て L。

〔1888年明治21年（ウヰンより 印象）〕

註。 B.の姪にして軍人の未亡人な p。

『・…－近頃拙者は Mantegaza著の Physiologieder Liebeを読んでゐる。但し娘ドーラの不在

の時だけだよ。若い者には此種の本は如何にも挑強的である。三ドば磨間的半ば肉欲的友事が

書いてるるが老人共には徐り大した刺激にも1たらたいよ。妙友緒霊と同様友ものだよ。 …』

梁岡子！ 59歳の老人 B.が然も操に内詮でこんな本を読んでゐたのも商白い感がする。

103. B. 在伯林， シユメルリング夫人に宛て L。

〔1ぢ88~p. 明治·21年 （ウヰンより 59歳）〕

「－…・マンテガツツアの本と 2,3の闘撃を法る。……多くの男性は弱いものである。若しも

自分の愛ずる女性からあるものを要求せらる Lたればだ！……だからとん及本は績けて読む

ぺからす＝だ。眼の毒と云ふものだ。そして全部を読むにはあまりに退屈だ。……我々人間の作

業なるものはシャボン玉と同級友ものだ。そしてその表面には種々友周園の映像が美しく現

はれて来るが最後は破裂して跡形も残らないものだ。……』

59歳の老人 B.の人生の無常視も一考すべきである。

104. 在イll林， シユメーリング夫人K宛て L。

〔1889年明治22年（アパチヤより 60歳〕）

『一・・アパチヤの静養地では天下恭平だ。拙者は午前中は町の周閣の山 k をかけ廻ってゐる

し午後は娘共と散歩してゐる。そして夕景にたると暖かい部屋でランプの下で読書してゐる

し執筆もしてゐる。 そして音柴だ。此の世の中の人々はとんな愚痴話に意味を感じ主主いもの

が多いが結局は思想上の遊戯に過ぎないものだ。……拙者は仕事の結果を期待するよりは仕事

そのものに興味を持つ様に友った。それが好運の時には確かK何かよい結果を来たす事もあ

るのだが，上手な登山者は雲の中に無限に続いてゐる，それは高きへ高きへと不休に山をなっ

て行くのと同じだ， そ Lて其の坂路の途中で最多数の人聞はるる高奈まで登って行ってj~店

で気祭に休息してゐるがそれもまた卒ー幅とも云へる。…・・・JI
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紫岡子！無限の坂路を汗を流して登って行〈人もあるし叉小松の蔭に四方の景色を眺め

訟がら飲めよ歌へ上と喜ぶものもあるし，叉折角登って行った高さから足を滑らして谷底

へ堕ちる人もある。それは御勝手であるまいか。

105. 在パーゼル大事，ゾチン教授に宛て L。

〔1889年明治22年〈竺士三より 6（｝歳）〕

『…・・君の伯林外科製舎の批評は面白いがそれ程までに悪口を云ふにも及ぼ友いではたい

か！然しそん宏事舎は後芳の矯めに何か遣しであるかだ？病理解剖組織，細菌感，外科的技

巧等は今日知られてゐる解剖製及び生理拳上の智識から考へると殆んEやり蓋して了ふてゐ

ると云ふてもよいのだ。だから何か新奇友事でもやらうと思ふてもつまらぬ事項だけだ。行

き詰ってゐると云ふものだ。だから目下最も必要を感じてゐるのは L批判寸左のだ。それには

深い粧験と事聞が入用なのだ。……」殺菌的ftJJ!ij~寸凡て外科的の事は現時では殺菌的制服（Anti

septis-Uniform）を衣てゐる。特に職＊でもあれば軍陣外科K於て最も然りだ。だから人の L個

(I ndividium）と云ふ事に就いて考へる事は全〈後退したと云ふてもよい。……我々の曹術と云

性「ふものの 3/4は皐聞と技巧だ！換言すれば技巧商人と云ふべきものだ。…・・・J

106. 在ハイデルペyレヒ大接，チエYレ＝ー教授に宛て L。

〔1889年明治22年（サンギルケンより 6（｝歳）〕

; Ir・・・ぺ・拙者の邸宅はとうとう賓って了ふたよ。そして事1土ウヰン市へ移住したので拙者は此

躍に 2人の娘と気持よく静養してゐる。拙者の現在の助手はSalzerとEiselsbergの2人だ。特

にE民lsber宮は人間としては好人物だ。だが少し黙り過ぎる。 そして遠慮勝ちの人間だから

君も十分後援してやってくれい！ E.の得意左手術は胃切断と小児の泌尿器の成形術たのだ。

…・ー拙者は締ての機舎を利用して捕逸の外科皐界と結合しようと考へてゐる。…...J 

此の E.の事は三堺老先生が知ってゐる。

107. 在伯林， ドクトル， レウヰンスダインに宛てι。

〔1889年明治22!ojミ （ウヰンより 60歳）〕 ．

『……煙車は確かに毒に相違主主い。幅気，肢最，心棒充進，冷汗等々は確かに＝コチン中毒

であります。十分乾いてゐる煙車は多少ましですが紙巻煙草と云ふ奴は考へものだと思ひま

す。榊経衰弱量， 限筋及び眼紳粧の衰弱， そして盲目者・さへ出来ると亜米利加の醤者の報告も

ある枕です。それも個性によりて遠びますから一概には云へたいのですが少友くとも青年には

勧めない方がよろしいと思ひます。……然し多くの揚合には現畑は慰安と退屈しのをにたる。

特に農民なEは確かに退屈しのきPの矯めに喫畑するのです。そして油類と閉じく腔止の出来

ない悪癖と主主ります。叉飲澗家と喫畑家の高級階級の子孫に之が矯めに／jw[1維の弱い者の産れ
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て来るのは事責です。そして近時紳粧病者及び精神病者の増加したのもそのためでるるだら

うと考へます。特に適度の習癖と1i:らばまだよいが無用の筒L酒，筒L姻のために利1経超過敏性に

怠るのは営然と云ふべきであると云ひたいのです。……』

108. 在ヂツチングン大事， -q" iスネル教授に宛て L。

〔1889年明治221ド（ウヰンより 60歳）〕

註。 M.はゲツチンゲン大串生理祭の数授であった。

『……近頃公表された Roぽ nbachの寅験の事だがそれによると健全友る動物を殺して邸時に

賓験して見ると共の臓器には微生物が存在してゐ君主いのに時聞を経た動物の臓器内には微生

物が費生且増加すると云ふ賓験の根本的理論的の憤値に就いて拙者は賛成出来ない諸賠がな

いでもたい。それは死後の臓器内で微生物が費生増加し友いと云ふ揚合は飴り多くは主主い事

たのだ。…・・・だから再中で Coccen及び Bact怠rien.が消化せられす＝に保在せられでゐるのは丁度

呼吸によりて茨とか塵とか又は金粉などの如き非活樟が往々気管校腺内に護見せらる L揚合

と同様で、遅うるまいか。然し必十しも凡ての場合同様であるとは云へたいがとんた物質が一度

淋巴管内へでも入って行けばそれから血行へそして組織内へ進入せ友いとは限ら注いでは友

いか。だから拙者の之迄の観察によれば，少たく共之迄の貫験法によれば， 皮膚の損傷のた

い屍躍の腐依し且壊直に陥ってゐる排腸筋1"'1Ir. は決して微生物が誰明日~＊ないのは，まだ解

剖されたい心礎内の液汁又は脳脊髄膜内にて細菌たどは詮明されなかったと同様た貫例もる

る。然し他の揚合に於て皮虜には何等の損傷友くして股閥節とか又は上腰骨膜炎の膿液中に

多数の Coe℃聞を鷲見した事もある。だから手術の際K外部では友〈内部から微生物が何虚と

も友〈進入する場合も決して少くたEいとも思よ・a・・・…之は是非共動物質験によりて研究すぺき

事だと思ふ0・・…』

紫岡子！之が50年前！の外科の犬家の細菌製上の智識であった。然も嘗時 Kochが既に結

該菌及びコレラ菌を鷲見してより 4, 5年後の事であり世は高病細菌原悶論K"f1頃きつ Lあった

時代でるったのに外科の犬家の細菌製の智識はとれでーあった。

109. 在ウトレヒト，エンケルマン教授に宛て L。

〔1889＇.ド明治22＇.~二｛ウヰンより 60歳）〕

『・…・・今日のAA態は凡ての外科曹は持防腐法の：！ill版（antiseptische Uniform）を着用する事K

tt.った。そして色々友事訴と云ふものはない践IC'tt.ってきて唯だ大友り小なり昔時ながらの

商店（Firma）名だけ持ってゐるだけだ。 だから煮も若い働き盛りの助手を養成する事が必要

だ。拙者の弟子の中から Czerney(Heidelberg), v. Winiwarter (Liittich), Miculicz, (Konigsberg), 

Gussenbauer (Prag), Wolfled (Graz）たぞと云ふ入 b を教へ土げる事は出来たo＇そして目下 2人
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の有力友助手が居る。印ち Dr.SalzerとDr.Eiselsbergだ。共中 Eiselsbergは南填園の産で‘蕎

教徒で29歳で4年来拙者の優秀主主助手として働いてゐる。昨年暫時伯林の Kochk就いて細

菌撃を修得さした。そして近き将来にウヰン大事講師に推薦しようと考へてゐる。……61歳に

も友れば外科墜上の根本的主義を費更するのも至難な業である。…・ー』

110. 在ウヰン大墜， ドクトル， I/'1レズニーに宛て L。

〔1890年明治23年（アパチヤよ P 61歳）〕

r・h ・－拙者は近頃恐ろしい怠け者と友ったよ。但し拙者の怠け様は拙者だけの事だ。そして

拙者が怠け者になってゐるがために他人が勉強する様に友ると云ふものだ。……拙者は Uber

die Einwirkung lebender Pflanzen-und Tierzellen auf einander.の一文を書いてゐる。馬鹿な

仕事だらう？！君！之は拙者の Coccen-Bacterienの業績の様に愚友ものだ。とん友仕事は元来

拙者の力以上のもので恐らくは 1人の仕事では出来ない問題君主のだ。然し現代の普撃者は」意

思の自由寸主主るものは友いと論じて L~佐だ人聞はずるべき事はせ主主ければ友ら友い。人聞はせ

たければ友らない事をしてゐるのだ「（Manmuss, was man thut und thut, was man muss）と

云ふてゐるでは友いか。だから拙者が一度予に筆を執れば唯だ墨汁が流れて出てゐるのだよ。

仕方が友いのだ。唯だ此の際拙者のために重要友事は執筆してゐる聞だけでも字幅感を抱い

て居られると云ふ事を想像し得ればそれで‘よいのだ。斯様に考へて見れば甚だつまら友い仕

事友のだ。之を活版に附するか否やは後日の事友のだ。……』

柴岡子！此世の中には唯だつまらたい事を書きまくる人もある。叉つまら主主い事を鶴古

って欝舌り倒して喜んで、ゐる人もある。そして考へて見れば白何れもつまらたい事左のだ。

紙を費し時聞を費し人を費すだけなのだ。然しそれによりて幸踊感を得るらしい。そし

て老人になると一生を通じてやってきた仕事に飽きて他に何かによりて慰安と幸踊感を

求めたいのでるる。 B－＇も亦共の晩年には同じ考へであったらしい。

111. 在ウヰン，スエ｛ダン教授夫人に宛て L。

〔1890年明治28年（ウヰンよ P 61歳）〕

駐。此手紙の日附が 1月30日午前2時とある。不眠症になった B.の深夜の執筆らしい。

『……不眠！それは誰でも／¥iJll程的に充奮した時とか嬉痛とか飢餓のために苦Lむとか云ふ

人々は能く理解出来る航態であります。然L共他に意識し友い原因のための不眠症も遣うるの

です。私は今日甚だ気持よく夕食もしましたし叉9時頃迄愉快に雑談もしました。そして9時

に書粛に入って突の醤事舎のために演説する草稿を書きました。然し之も何等充奮すべき問

題でもたく卒気でつらつらと書き了ったのでしたが 11時頃に眼が少々疲れて来ましたので就

床しました。前夜は夜の11時から朝8時学迄熟睡もしました。今日は臨床講義も面白〈やっ

てのけましたし血気盛ん友助手共相手に頗る愉快友 1日を暮しましたのにさて眠れないので
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すω 然も病気でも友いのですのに！？何故で・せう？……』

業岡子！ B.は末文にL何故で・せう？…・ 1と書き終ってゐる。老人は何とはなしに寂し〈

ても眠られ主主い。何とは友しに愉快で・も眠られ君主い。買に困った者は人間である。そし

て夜牢不眠のために床を蹴って飛び起き無用の文~fl:：を戯ずる気持は痛飲甘眠府聾雷の如

き人々の了解出来友い苦痛で・ある！ B.もそれであった。

112. 在ウヰン大皐， ドクトル，プラームに宛て L。

-4月5日夜12時三ドー 〔1890年 明治23年 (GI歳）〕

『…－－今日は終日何だか騒がしいイライラした 1日だった。：j:tlj者は化膿性のJ患者の手術で・負

傷した指の痛みで目が醒めた（とん完工事は稀れでは友い。暫時にして治るだらう）。それから

鈴の音が聞えた！ 朝食の用意が出来たと云ふ報せだ。妻と娘と一緒K朝食した。それから

ホテルから使者が来る。舎議の出席と友る等々そして内臓の往診，それから臨床講義， 10時

．を過言「る事20分たった。 2時間が程は教師と主主り手術家と友った。そしてやっと手術室から

出て来ると訪問の人間群の包聞だ！ その用を済ませて師宅，そして20分間の主食が摘むと叉

重症患者の手術に出掛ける 0. それが2時間もか Lってヘトヘトに友ったがやっと手術が出来

た。そとでコニヤク洞2杯をぐひと引っかけて勇気を取りもどしたと云ふものだ。念いで家

へ遁げて蹄ると 6人の患者が待ってゐると云ふ始末だ。共の多くは我繁久多患者か若くは不

治の患者と云ふものだ。ウソっきだ。ウソっきだ。唯だ慰安してやるためのウソっきだ！そ

れがやっと済むと午後の家庭の御茶の合と左る。それから叉4軒程往診だ。それから’ド時間

程休憩だ。やれやれだ。やれやれだ。それから昔紫合ft.。そして歌も音楽も頗る気に入った。

それで気持がよく友って家庭・で夕食少時休憩！ それから6過の業務的手紙を書いた語だ。…ー

拙者は既に老人友のだ。－－ーだから自分ながら解ら及いが何んだかの欲求がるる。それは気柴

た生活への希望らしい。然しそれは如何にも馬鹿らしいとも考へるが拙者はどうしてよいか

解ら友い。……考へて見ると拙者は 1放の完全友衣服を着てゐるのではなく千百のボロを着て

ゐると同じだ。拙者の力も拙者の仕事も何等まとまりも友くばらばらに分解してゐると云ふ

ものだ。そして拙者の能力も衰弱し切ってゐるのに世の中の人々は拙者にますます要求して

ゐる様だから貫κ苦しい。此の心持で詩が出来た。

N ur Kampf! Und immer wieder Kampf! 

Wann giebt’s denn endlich, en(ll~ch Frieden 

Es thut nicht gut! Ich kann nicht ertragen. 

Wie mich die Menschen taglich, stundlich Qualen 

Wie sie Unmogliches von mir begehren ! 
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……（詩は話さたい方が味がある）ιとれから疲れ果て L寝るばかりだ。モルフーヱウスの紳

に抱かれて安紫に眠りたいと希ふのだ。……』

紫岡子！犬家程忙がしい。忙がしい人程心の底には種＇k1,主悩みと希望の連鎖がるるもの

である。だからもっともっと偉く友って泰然自若になるか， もっともっと馬鹿にたって

泰然自若と友るかでるるまいか！

113. 在ウルツフソLヒ大事， リンドフライシユ，教授に宛て L。

〔1890年明治2~ （ウヰンより 61歳）〕

「－…－拙者は今年61歳l'C1'J:つ？と。そしてまだ教臓に居るのだがこん友老人のたわ言を各方商

から聴いてくれるのも有難いと云ふものだ。勿論心の中で噸奨してゐるものも少くは君主から

うと思ふ0・…拙者は目下大いに心理事と道徳論に就いて勉強してゐる。そして 1) Beitr量ge

zur Anatomie der menschlichen Gesellschaft. 2) Das Gute im Menscher】・ ，3) Mitbewegung und 

Mitempfindung als Fundament der Ethik・ 4)Zur Physiologie der Musik・5)Was ist musikalisch. 

2主c:~云ふ雑支を書いた。

B.は61歳になってもメスを捨てたのでは主主いがメス以外に専門以外の形而上撃の方へも

筆を弄するのが老境の唯一の慰安としてゐたらしい。Physicusから Metaphysicusにたる

のは老人の題僻である。

114. 在ウトレヒト大撃，ヱンケルマン教授に宛て L。

〔1890年明治235μ （ウヰンより 61歳｝〕

r・h ・－ドクト Yレ，ザルツア（Dr.Salzer｝が此の6月にウトレヒト大撃に就任する事に主主ったの

は大いに慶賀すべきである。それ迄l'C此底での研究業績を完成するために大いに勉壊してゐ

る様だが拙者はそんたに勉強せいでもよいから大いに勝＊のために飴力を養ふて置けばよい

と云ふてやってゐる。人聞は大都舎の渦巻の中央lζ居るよりは小都舎にあって静か友環境の

中で勉強する方がよいと云ふてゐるのだよ。……拙者の紳艇は最早長韻きはせ友い‘らしい。だ

から休暇は必歩利用して拙者の頭脳を冷してゐる次第である0・…・J

紫岡子！都から田舎へとあとがれてゐる。 B.老ぴたりでるる。そして長命の出来友かっ

たのも放るりだ。仕事が忙し過ぎたし紳粧が超過敏の性質で、あったらしい。

. 115. 殺立主豆大製， ドクトル，ベツテルハイムlと宛て h。

〔1890年明治23年.（三主主主主主より 61旗）〕

lit。建築技師

位。此手紙の日附 9 月 2 日の下に主主三戦号事後20ヶ~F紀念の日と諮いであるから丁度日本の帝凶議曾第

1 陶召集の年て今日より 49~p前の事であった。此時分に B. は多年計離してゐたルードル 7ヰネル・

二ヱ三と云ふ看護締養成lfrを少なからね私費を投ピ父公費を使って設立する事に腐心して居たので

あった。
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『……井戸も掘れ泉水も弱いて出たと承ったが大いに結構友事だ。之に過ぐる喜・びはない。

然し建築費は叉島むであらう。 2；萄フランは官銃募集で得られるにしてもまだ不足戸ぜられ老

人の拙者も若返った気持で活動しようと考へてゐる。之も勝来の若い人々の矯めだ。だから

Fレードルフヰネル・ハウスの設立と病院の建築，曹師舎館の新築が出来る [1まで生存して居ら

れたら拙者の悪口を云ふ者はあるまい！前進前進。最も困難充足時に最も大怠る救助が来るも

のだよ。 61歳の老人も社i：年に友った気持だよ。……』

柴岡子！ B.の計・叢じ？と諸建築設計が来？とのを喜んだ乎紙らしいが期待した日まで B.が

荊きてゐたでるらうか？

116. 在ウヰン大事，グルウベル教授に宛て L。

〔1891年明治24~ド （土士三よ P 62室長）〕

設。建築技師

「……とれは驚いた。金が足ら友いとたア以ての外の事刀御座る。合計3声高フラン！それ佐

主主少額の金で何が出来ると思ひ主主さるよ金韓で13寓7 ランの金が必要注のに僅かに 3,4寓フ

ランで、は何が出来るか！馬鹿た話で御座る。拙者の様友老人で種々友情みの持主でるるのに

共の上i乙叉心配事が増えて来たと云ふもので御座る。だから寧ろ拙者は卒『ドにでも催って凡

てのしわやらい寸から解放されたいと思ひますよ。…・・・J

柴岡子！前文の如き微苦手から僅かに 1年後本文の如き悲痛の手紙を古いaてゐる。

117. :ti：ノ、ンプルヒ， ドクトル． ラウヱン・スタインIO'r£て L。

〔1891年明治例年（ウヰンより 62歳｝〕

「－－…拙者のウヰンに於ける事情は全〈鎧って来た。耐：交界からは遁げ！科したし，邸宅は貰

ったし馬車も入手に渡した。そして小さい借家住ひと友って了ふた。それに神経過敏症に友

って昔柴iても遠ざかってゐるし集舎にも出ないし芝居見物もせないのだ。そして唯だ拙者。

数日前と業務だけを守護してゐると云ふ始末である。往年拙者は此地の背禦界の多 くの有名君主

音楽家とも闘係があったし又有名友青楽家も招待した事も数々あったが今日ではそれは昔時

の夢とえ主って了ふたよ。そして乙ん友事情だから大都舎に生活してゐても数fド来はまるで何

鹿か山地の同合の植民地に居る様君主生活振り友のだ。だから今日では嘗てき終Lかった生活は

昔時の夢と友って了ふ？と諜である。そして心配事と煩悶の中IC生活してゐる。 とれで怯拙者

は到底長命の出来る需がない。

業岡子！豪華友生活をしたイi名左大家が恐ろしく貧乏したものと見える。柴胤i溢表は世

の習ひ，貧乏牧師の子が長じて’i1.＇者となり，老いてまた貧者とたった。

110. 在クラーツ市，ウオフレル教授に宛て L。

〔189HJ~ 明治24年 （ウヰンより 62歳）〕

e 『－…拙者の考へでは 2 政・人の｛.tJ..（のるる都市K曹者の自 111開業を荷して作瞥I／，，~ IC 1瞥者を
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配置して置いて生活が困難た者には数年間補欠のためにるる一定したる俸給を輿へるべきも

のでそれは岡家のなすべきものであると考へる。然るに今日の如く至る所で曹者の自由開業

を許してゐては曹者の一般的普及は望まれ君主い。例令へば住民の多く治宝洗足で歩んでねるあ

る田舎町に多数の靴屋が開業したら如何だ。とてもその靴屋は生活して行けないでは友いか！

それから叉田舎町に1人の醤者が居るとしても百姓が獣曹を呼んで・治療を乞ふ？と揚合にはどう

だらう。それから又出産の揚合にも産婆が少しも手を出せない横産ーであるのにその村に曹者

がゐたいが鶏めにその家の主人が遣い村からカグカタl号車で聾者を迎へに行か友ければ友ら

友いと云ふ揚合には人命にか与はる事では友いか！ そして昔時の純朴な田舎外科曹が全〈影

を渡してゐる今日では主主いか？……此底サンギルケン村では持働者は夏期には 1日の賃金が

1.20-1.50 FRでるるのにウヰンの大都の製造所て”は 3.0-4.0FR 'PI.のだ。然るに田舎では3ヶ

年の修業の後に漸ゃく 1人前の田舎曹者に主主つでも 1日に僅かに 50 80クロイツヰルだけの

牧得で生活のため充分だと思ふのは無理だ。だからと云ふて今日に於ては昔時の様に風呂屋

の亭主，理髪屋の若者が田舎外科醤者に主主ってくれでは大鑓では主主いか！ とん主主枇舎的の矛

盾と葛藤の問題では国家とか市町村とかピ然るべく取扱ふべきであるのに少しも此問題には

干奥せや比放って置いであるには驚くではたいか！此結に就いては悌蘭西共和国は中々考へ

てゐる。そして多数の聾者に Officierde santβと云ふ名稀を興へて全園に障者の油営た配置を唱

してゐるでは友いか！猫逸でも我々の修事時代にはハンノーベル，ヘツセン，フラウンシユ

ワイヒ諸州友どは同様でるったのだ。……此の事について老人のたわ言は之で止めにする。そ

れで君の古い友人でるり且つ師匠であった拙者の意見は解るだらう。……』

業岡子！ 50年後の今日此の黙に就ての改良は如何だらうか？欣然として欝者も商人も

努働者も都合集中とたってゐる。

11S. 在ウヰン， ドクトル，アイセンベルに宛て L。

〔1891年明治24年 （さこさ三より 62歳）〕

r・…・・62歳！今日は拙者の 62同の誕生日の祝賀に針して感謝するが拙者の第63歳から始ま

る事期は徐り健全ではたいのだ。それは時地療養を試みても拙者の気管枚加答児は極快もせ

君主いし護昔にも注意と抑制を要する次第である。それで・終日黙り込んで室内に静居して食物

と飲料とを節減して居りさへすればそれで、日中はまづ拡へ得るが。 さて夜間は不眠でるるし

咳1歎も出てくれぜ起きねば左ら友いからとんな時は非常に波多事感がある。が此の際には何か

本を讃むとか筆を取って書きさへすれば疲れて何時とは主主しに眠られるが眠られたかと思へ

ば直に醒費するのでまた起きると云ふ始末さ！恐らくはインフルエンザにも揺ってゐるので

はたいかと思ふてゐる。だから今週は教臓の事やら業務上の事やらはとても考へられ泣いか

ら何か拙者の署名を要古るものでも遅うれば御商倒だが使者を此鹿まで遣はされたい。 とんた
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病fl｝；：だが此際休暇を願ひIHる事も雄なのだ。それは数週の中には軽快するだらうと期待して

ゐるからだ。…－－』

繋岡子！老掘と友ってそして病人である B.の）］行に哀を催すでは友いか！

120. 在ウヰン市， ドクト凡，ムンヂーに宛て L。

〔1891年明治24~r三（サンギルケンより 62歳）〕

量生；。看護婦壌校ルードルフヰネル・ハウスの建築に就いて老 B.教授をf節ます。

『……大臣は拙者の建築事業の矯めの宵銃強行はまかりたらぬと云ふが共建築費等々には

100,000 FRは入用友のだからそれより少額の金員友らば何の役にも立た友いと云ふものだ。

だから多年の是等拙者の計実は全く萎縮症に友って了ふたと云ふものだ。此の上に病院の新

築工事と醤師合館の設立もあるのだが之等の事IC就いては拙者は完全に拾鉢の気持なのだよo

......此底の生活は忠ふた程静かでは主主い。 2,3度は商議揮を断り切れたかったのでAsch］へも

Au seeへも聾者として膝行もせ友ければ友ら友かったし又此庭でも雑多友商議曹とならたけれ

ばなら友い始末だ0・・・以前の校友強行的の散歩も舟遊びも少友からす＝神経を疲らすから制限

せ友ければ‘えにら友い欣態なのだ。然も近頃は恐ろしく護汗性にたって共の際以前の様に飲料

水を飲ま友い肢に頑張る程の意思も友〈友ったので痩j'jljすと云ふより寧ろ肥満すると云ふ傾

向友のだ。だから今年の夏期休暇の療養は失敗だった。…… 9月の休暇中には芝生三へ腸れる

だらうと.~. ..t、てゐる0・－－一』

業問子！病院の改築，宥1i佐帰第校の説。：，醤師舎飴「の建菜等々 B・多年の希望は経費の矯

めIC沙汰止みと怠ったのが B.の晩年の一大痛恨事でるったらしし加之脂肪心臓症般の

増進が一入 B.の終期を早からしめたやうに考へられる。

121. 在ウヰン， ドクトル，フオンムンヂ｛に宛て L。

〔1891年明治24'.F （ウヰンより 62歳）〕

『一・・ー・赤十字副：の事業の矯めに御熱心の様だが拙者の如き老輩は最早進んで・その事業の矯め

に奔走するのは不可能であります。特に武器が改良せられた今日に於て猶更の事だ。とれに

は近代の戦争に骨髄命のある武人とも相談せ友ければ友ら友い必要があるが君には共必要もた

いのだから充分友材料はるるだらうと思よ＇ O.....近頃拙者は不相経不眠と利I経症に憎まされて

ゐるし呼吸も少々苦しいし心臓の博動も之迄ft:fJ:い程行正だ。だから最早多くの精神的仕事

をそれからそれへとやって行く事は不可能と法りました。…・-J

122. 在ウヰン， ドクト Jl-，フオンムンヂーに宛て L。

-12月7日午前4時記ー 〔1891年明治24年 （ウヰンより 62歳）〕

『－－…今夜は11時から 3時学迄眠れました。さラして日が醒めたので貴下への手紙を思び出

して今返事を古いてゐるのです0・…・拙者の病欣は依然たりであります。そして No山na伊I志

， 
ー
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Bambergerも診察したら同じゃうに云ふでせう。

「ピルロート君！ とれに頼度の肺炎とが叉は毛細気管枝炎が併合したら主主ア， E土三二土

君，さよう友らだ，さよう友らだ」と。

それで・近頃はストロファンツスとコニヤク柄の内服を試みてゐますが拙者が手術揚でヂ術

をしてゐるのを見たら

「彼奴め，まだ死友左いのか友ア」

と考へる人があるかも知れ友いよ！そして拙者の心臓が念に停止すれば荒い外科曹は確かに

拍手して苦手ぷだらうと思ひます。然し拙者の死後は定めて後継者の事で色々の騒ぎが起るだ

らうと忠びます。…・－』

123. 1-1：ウヰン， ドクトル，フォン・ムンヂーに宛て L。

〔1891·~1ミ明治24:\J三 （ウヰンより 62歳）〕

註。 Pスター氏防腐法に就ての婚切］。

『……拙者は多年 Lister法を卑下してゐた 1人であった。その語ほ Lister氏法に就ては営時

何等製問的根底がたかったからだ。然し共後拙者としても共方法に就て皐問的根底l'C1, 2の

研究業紡を柿ふたし叉コツホの完全友る研究方法が案出された今日では拙者も身心一穂にた

うて Lis樹氏法に大賛成を表した次第である。…－一拙者はある時ペツテンコーヘルに「P.君！

君は大たる感問的進歩は所謂共の専門撃者からさ祭出された事があるか知ってゐますか？」と等

ねて見た。すると P.が云ふには「曹事者が細菌撃に就いての非難を最初植物撃者に大いに抗

撃されても除りに大事とは考へてゐ友かった」（植物撃者の」コース「の細菌病原論を障事者が

顧み友かった事を式ふのである）。然るに長入植物家から病的細菌製と云ふ底大無謹の親野が

凋かる L事にたった。だから大事の事者は徐りとだわり過ぎて賞際の事責には無関心である。

メ大理事者の Gausと＼Veqerが電信の根本lζ就て研究はしてゐたが共の護建と癒mには無闘

心でるったらしい。だから迎論家は凱論だけで満足するが貫際家は共の理論の雁月Hz:就て研

究し且成功するものだ。だから拙者の Lister氏法に封ずる非難の態度も同じ事友のだ。それ

は少しも恥づぺき事でも悔む事でも残念がる事でもないではたいか。……』，

柴岡子 lB.の云ふ事は本堂でるる。負けたのでもたく勝ったのでもなく双方のスツタモ

ンダの結果が事物の成就ではあるまいか。

124. 在グンチヒ市， ドクト yレ，エールーケルi乙宛て L。

〔1892'.('. 明治251f' （ウヰンより 63歳）〕

註。ダンチヒのー開業腎。

『……新聞のi議械でもあるか少左〈共拙者は1852年12月3.0日lと Dr.Medicinae etc.の事位を

得たのは確かで·~うる。そして共後T度今年で25ヶ年間ウヰ三た製lζ .｛1~1賊し？と事にたる。月日
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は早いものだ。それから拙者の第2女が結婚して孫まで出来た。そして拙者はまだ教l院にあ

って働いてゐる。がるまり愉快で・は友いのだ。それは病院の改築の一件が許可され友いので

教職に居るのも最早嫌に友つ？とし叉健康朕態も甚だ悪い0・…・・』

,12s. 在ウヰン， ドクトル，互土三ここに宛て L0 

〔1892年明治25年｛サンギルケンより 63歳）〕

『……拙者は此底へ来てから一切のアルコール含有飲料は止めて了ふた。そして唯だ錨Jilだ

砂を飲んでゐる。叉喫畑も止めた。蓋し酒類と煙草は拙者の心臓にはよくは友いらしし・。爾

来数週間になるが少ノーは快い方へ向ふてゐるが以前のエネルギ戸は全く i削減した様だしメ愉

快な気分は全くたく友ったから駅って食卓について食事後はー居黙り屋に主主つてゐる。だか

ら心臓の障害を酒と煙草との原岡とすべきだらうか？左様で・1J.ければ一杯の菱沼と Fレ量の萄

葡酒と軽い煙草の少量位用ふるのはあまり害にはなるまいかと思ふてゐる。それはあまり寂

しいので少し位は他人と談話しでも見たいと忠ふてゐる。 Breuer震は拙者は最平此上脂肪過

大には主主るまいし叉紳経症扶とか衰微とか云ふのは唯だ心筋炎の結果だと云ふてくれてゐる

が拙者も同感なのだ。然し強度左筋肉運動とi1irj1経充奮と気管校炎とは警戒してゐても急激に

心臓の運動が止まる揚合もあるだらうか？叉心臓破裂の起る揚合もるるだらうか？……拙者

の遺言書は既に作成して箱の中へ牧めてるるし鍵は金箱の中に入れてあるし共戸は巌重lと閉

ぢであるのだし遺言中には L解剖御断寸と書いて置いた。……（勿論裁判醤製上とか又は衛生醤

皐上とかの揚合には除外としてだ。）それから葬儀と共揚所は家族の任意とするがよいと考へ

てゐる。共他の事は云ふて置くべき事件も友い。拙者は一生世から車まれた。そして多〈世

に輿へた。そして拙者は金生涯を善良に生活して来たと云ひたいと云ふものだよ c・・・・・・』

紫岡子！死期を殻感したと云ふのは此の事だらうか？勝又とんた弱味噌に友ったから死

期を妄想したのか？此種の貫例は少〈主主い。が人聞は死を悟らやして死んで・行く者は最

大幸稿者であると云ふ立揚から考へた主主れば B.の終蒋はあまり晴々とした事では友かっ

たと云へる。同じ外科大家でも Prof.Dieffenbachの頓死の如きものもある。だから古い

話だが支那の孔子は盗妬の如き悪徒の不意の念死を聞いて 1く道！具して是か非かと考へた

のも御尤もの次第である。

126. 在ウヰン大接，オフンチツテル教授に宛て L。

〔1892年明 治25年 （主主主土之とより 63歳）〕

『…－・拙者の不快な気持の表情は確かに他人に不快を輿へてゐるだらう。拙者は人雄ひにな

ったので面白かるべき集合の席にでも唯沈剣勝ちであるので定めて他人には不快な事になる

とは考へてゐる。……そして自分では業務は此僅やって行けるとは忠ひながらも矢張退職した

方がよからうと云ふ考へは止ま友いのだ。それは臨床講義とか手術とかでは拙者はまだそれ
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程疲弊と1也官、を感じ主主いのみたら-p反って之によりて管幽友気持が幾分でも治るのである。

Breuer も Nothnagel も異口同~＂に退峨友どはせ-Plとその偉やって行けばよいと云ふてくれる

し数週来自費的にも諸症欣が軽く友った気持もするし，又先建頃迄は夜間は殆んど学座の位

置でなければ居られたかったが近頃はよく眠られるから首分先づ此佳居据って居らうと思ふ

てゐる。然し台て－l.；＿＼.、IC快活友そして大いに熱心友立と旦ニ土は既に葬り去られて今は共の

影像がる充足たと主主たにフ ラフラ してゐるのだと考へ給へ。 そして近頃は飲食物の分量に も強

い精榊的の感動Kも飴程注意しなければなら友い。それも特白分の寸、供等の賂来の矯めに此

苦業を続行し友ければ主主ら友いと云ふものだよ。……J

集岡子！子供子似．！親は小1JI：の鵠めに終生苦持したければ友らたい生物である。そし

てそれが天則である。それは偉人でも平凡人でも同じであるまいか？！そして子供は左様

には考へてはくれ友いものだ。

127. 投之三三三市， ドクトル．ウオ＇V.フナーに宛て L。

〔1892年明治25年（ウヰンより 63議）〕

「一…此の夏期のサンギルケン療養はあま。り良好でーはなかった。それは夜間は数々呼吸困難

の張作と不眠症で苦しまされたからだ。そじて「之が汝の最期だぞ！ とれが最終の滞在だ

ぞ！」と何底からとも稔〈耳に鳴かれる気がして如何にも哀れっぽくなった。……其後ウキン

へ蹄って外科手術場で君等一同を見廻すと心中溝かに衿を感やる事が注いでもない。然し叉 i

之がL最終の手術だ寸と云ふ：へも浮ぴ出して来るのだ。－…・昨日は絡別の苦努君主しに可成り困

難友卵巣刷出も平気でやってのけたし今日は＇ I三時間も臨床講義をやった。 それで・叉勇気を盛

り返へしたと云ふものだ。それから昨日の演説はk出来だった。（註。此の日は25年在職楓賀

舎があったらしい）。勿論拙者は内而的には大いに充愈したがその矯めでもあるだらうが不眠

で一夜を明したが心は卒和の中に居られた。……』

128. 在ベル リン，シユメルリング夫人に宛て L。

〔1892.｛ド明治25年（ウヰ Y よP 63歳）〕

「・・…l貨の移り行〈事よ移り行〈事よ！人々の縫って行く事よ襲って行く事よ！！特IVJ、供

等の姿の鐙り方がひどく自につきます。特に拙者の娘建は同ーの母から産れ同ーの母から育

てられてゐ友がら近代流に制立感と施f;］＇的友個’~t的友権利の主張が恐ろしく 護達して昔時拙

者等が拙者等の雨続に針した思想、と態度とはまるきり契ったのに驚いてゐます。人間枇舎と

云ふものが僅かに同年 100年聞に斯様に鑓化するとは全く思びもよらたい事でるりました。－－－

…拙者の近頃の欝古振りと愚痴話は全く不眠症の結果であると考へます。昨夜はモルヒネ内

服の助でも僅かに 1時間より眠られませんでした。……」

禦岡子 lB.も途ひにモルフヱウスの紳の威力を頓む老人と友った。もう駄目だ！
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「一…今夜は輩の仕事の疲弊の矯めに11時頃に就！ぶしたが！I二I百j1時に目が醒めました。それ

で寝椅子に侍って睡眠を試みましたが，全く不可能で・した。だから起き上って燈火をつけてそ

して室内散歩を試みましたが一向に疲第感が生じて来友いので仕方なし執準で・す！ 丁度今時

計は朝の4時を報じましたのに一向に疲弊感がやってきませんのでまた筆を取ってあ友たに

何か書かして戴きます0・J…先日私の第40年ドクトル｝祝賀とお年大事在職l祝賀舎がありまして

非常に盛大で・した。 同僚のアルベルトがー揚のJ祝賀演説をしてくれました。それは辞令的で・

は左〈買に歴史的に誤り 2どい事を潰設してくれました0 ・・・・・・もう 1ヶ年は活きてゐたいので

す。左すれば拙者の子供等の矯めにも多少乍ら費産を遺して行ける事f'C1tるので・す。……我々

の哀れ友皇帝を御考へ友さい。それは全国民の矯めに全力を査して善かれかしと考九て居ら

れるのです。考へて見ますと私は全〈幸幅者だとも云へます。私は今日に於ては私の専門の

事問界に於ては最高の位置に上ってゐます。そして私の専門科の金製界を支配する柴冠を戴

いた事に友つてゐますので心中JWPか持としてゐる所でありますが政府は私tz:Excellenzの名

披を輿へゃうとするのですが私はそれを謝絶しました。共の理由としてはーは同僚界の関係

上悪い結果が生じて〈るのとこには私の業務上反って之が矯めに損友立場に置かれるからで

あります。それよりは寧ろ我々の皇帝が設立しようと考へて居られる L名君主筆位制度寸にして

丁度普魯西国に存在する Civil-pourLe’merite に相！fll.｛したものを頂戴する方がどれだけ築審か

知れません。此の CiviトpourLe’merite Jtるものは20ヶ年に僅かに10人程の華術家とか撃者と

かに授けられてゐますが数百の最も馬鹿友 Civil司 Excellenz と名乗る者が此の世の中を踊り廻

ってゐるではありませんか！ とん友戯宅を弄してゐる中に早や朝5時の時計が鳴りました。

だがまだ眠気が襲って来ません！ 悪くすると不眠症の犠牲にたりますから今日は之で欄筆

します。小…」

柴岡子！不眠！不眠！建ひにモヒ！それで、もまだ不眠！そして無用の執宅！それで

叉愈と不眠！不眠の 1夜を明したらしい。気の毒な老人！ カルモチン，ヴエロナール，

アグリン等の催眠薬があったら 1服感って上げるのに！ 気の毒友老人！ B.の妻君は何

庭に居った？

129. 在ベルリン，シユメルリングF夫人に宛て L。

〔1892五l三 明治25年 （ウヰンより 63歳月

『……昨今ム寸ばがり気分がよいのですがそれまでの10日間と云ふものは全く不眠で苦しみ

ました。共の中に 2度ばかりモルフエウスの紳が助けてくれました。そして全夜共の榊の腕

に抱力＞tl...て眠りました0・…－・それからと云ふものはまづまづ無事に業務に従事する事が出来て

ゐます。然し緊張力はありません。そして再びジキタリスを飲みました。すると其のカで数

日聞は私の心臓は御機雄がよろしいがさてとんた戯弄が何時まで績きませうやら？私の主治
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醤共はジキグリスがまた私の心臓に劃して有数に作用すると云ふて喜んでゐますが然し私が

白考へますのは此のジキグリスの作用が無放になった時にはじめて主治曹はその屑の荷を下し

て喜ぶだらうと，Eふのです。その時はまるで水を離れた魚、の様に狂ひ廻る事で・せう。……』

柴岡子！此の時の主治曹の心配さう友姿が幻の如く現は．れてくる。し醤者は白からを治

せ寸と云ふが醤者は叉聾者を治し得友いとも云へる。兎角往生際の悪いのは曹者と坊主で

遣うると世間普通に云はれてゐる！

1初． 在リユチヒ市，ウヰニワ1レター教授に宛て L。

〔189~~1'- 明治25年 （土主主より 63歳）〕

『……拙者は2例ばかり簡翠左Cholecystρ－entβrostomieの手術をやった事がありますが我々大

事の内科の諸家はるまり此の手術には賛成してはゐたい様ですが貴下の行はれた Cholecysto-

enterostomieに就いては大いに興味を起しましたが拙者としては此種の手術をやる勇気は最早

ありません。共理由は腸の内容物が踏襲内に入って悪質的腐敗的な炎症が起るかも知れ友い

虞れがあると考へるからです。然し Probierengeht eben iiber Studieren と云ふ教へもありま

すからやって見るのも悪くはありますまい！……』

131. 在ウヰン， ドクトル，ヂルズニーに宛て L。
て一一一一一

〔1892年 明 治25年〈アパシアより 63歳）〕

『……此の頃の三三主三の気候と云ひ天候と云ひ風光と云びill分友い美しさだ。だから首分

此庭に滞在してあの暗い陰気友ウヰシには師りたくないよ！ そして臨床講義にH11勤する希望

たEはさらさらたいのだ。此頃は Spencerの Sociologyを讃んでゐる。中身興味のある本だ！

此の前の療養の時には拙者は精神的にも肉閥的にも頗る不機嫌で如何にも哀れな気持であっ

たが今度の療養は確かに有数だから極快ずるだらうと云ふ希望を持ってゐる。…・・・3収〉中に再

び立土互に蹄ればYレードルフヰネル・ハウス完成の矯めに 5-60,000FRを何とかして了．厨し

ようと考へてゐるのだし且叉小児科病院の矯めに60,000FR位を募集する事がH'i来たら小型の

1室に 6病床入れる小児科病室を建設して 10人位の治療患者が入院出来るやうにしたい計重

だ。共曾計は他の皐科の治療患者におfずる入費を節約すれば出来るだらうと考へてゐる。だ

から君も此の設計に就いて考へてゐてほしい。……』 l

柴岡子！病老人 B.は轄地療養地にあっても恭と将棋とトランプと八八，玉突等々に遊

ぽゃに三三三竺三を諌んだり叉遠く思ひをウヰン大撃に馳せて新設計を）］へてゐる。こ

れではとても B.が長命の出来友かったのも常然であるまいか！

132. ヱルセ・ピルロートに宛っと L。

〔1893年 明 治26年（アパιァより 64歳）］

位。 B.の摂に宛てたもの。

『・・・…俺はたまへとある 1離に於て共通してゐる事がある。それは制：交界に／H-c:-~華やかに
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表示をせたい事である。俺は以前から俺の教室で俺の臨床科でそして叉文筆的の創作等iとよ

りて十分主主満足感を得たのだった。そして公衆と接糊したり種々か飢賀合，合議等々凡て人々

の集合するrf!I等へ出席する事が非常に背痛でるったのだ。之等の枇交的生活は確かに自己の

矯めにも利徒であっただらうか？俺はそん友事を全くせ友くともよかったのだった。叉大衆

の~Iii乙点って演説したり又耐引の府で卓 k演説たども嫌ひでるったし叉ルード IL フヰネル・ハ

ウス設立（B.の設）＇r：した行；：桂婦養成所）の鴻めに寄附金を乞食して歩く友どはった友る苦痛でLあ

ったのだ。イRL俺は個人を敬したり又命草したりするのは無論人後に下ら友かったが人聞の

群集に封－して如何にも嫌悪の感が生じて来る性質であった。特に自己及自己の善事をわざと

公衆に示して彼等の箆讃を求めるなぞと云ふ事は反って自己の｛買値を低下さすゃうた気持で

あった。然も少く共大なる人道的の計企の鴻めには l,¥foloch（醤代希臓の大柿〉の府11而iの犠牲の

牛の様に友ら友ければ何事も出来ないとは考へてゐた。そして多年自己の内面的のあるもの

と葛雌しながら是等の哀れむべき公衆の前に俺の持とする顕を下げ友ければたらない事もあ

った。……醤術界の人々と同じく製問界の人々も康問的の主総が瞬時に共の位界に認められ友

ければ憤値は少友いのだが叉何かの機舎に時事問題に就いての僅少な業結の属めに一時lζ有

名に友る人もるる。それも謹術界と同じではあるまいか。…・』

柴岡子 lB. が円己の性絡を娘に物語って立（~に或る訓戒を輿へてゐるのも製ぶべきである

まいか。

133. ff：ウヰン， ドクトル．フォン・ムンヂーに宛て L。

〔1893'<1三明治26年 （サンギルケンより 64歳）〕

『......Gegen die Dummheit kampfen selbst Gotter vergebens. とヱミふ－；：；－~ヵ：あるでは泣いカミ！

モンショットの著書も読んだ。熱れ的だがトンドル氏の校友深遠友意味はない。 ー・14日後lと

はウヰンに師って早期の第2期をやってのけゃうと思ふてゐる。今度は最初イン 7 ルヱンザ

の加答児とイ~H民主主とに不羽l鑓情まされた＠ そのf-"Jこ拙者の漸尖増悪する心臓衰弱は例に・より

て例の泊りである。拙者は不立に心臓の奴が停止する事を希望してゐるのだがそんなつまら

友い事はまだ来ないだらう 0・・・・此の冬期には休暇願を！甘さうと思ふてゐる（打しもそれまで

活きてゐたらだ！）。…・

134. ヂ1：ウヰン，セーゲン殺段夫人IC宛て k。

〔1893"1~ 明治25~j三 （サンギルケンよ P 64歳）〕

「－－－－私のサンギ llケン療養は大いに殻県があるやうです。とん友に諸症欣が軽快するとは

考へて居ら恋かったのです。……拙者の身昼間的仕事に就いては既に友すべきものは鵡し終った

のです。此の上の欲求は無理と云ふものです。能力消耗です。然し何か新らしい事でもする

気にたれば博物壊に就いての仕事ですが間製の部分的の小さ友仕事は iXJr’共が熱心にやって
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くれてゐますから私は唯だ一般的の事をやってゐるだけです。…－－」

『……森が好きにt:r.りました。森々として天にtrJ1ずる森を眺めてゐるのが花園に若木を植付

けてその成長を楽しむより好きに友りました。老人は兎角将来よりは過去の事に闘心を持つ

ものでるります。……』

『……人聞は自然の一片でるります。そして自然には一定の法員ljがる’って之によりて種kt;r.

襲化が起ってくるものです。そして共の自然の最終の目的が抑も何であるかと考へるのは人

智の及ばたい事でるります。だから此の世界を人間中心主義の立場から考へて置くより仕方

がるりません。そしてあのアルヒメデスの考へ方が賞現出来るとしても矢張人間中心主義の

玄脚貼に友るだけです！……』

註。 A.臼（ L我に地球外のー貼を奥へんさらば地球をひっ〈り返して見せる。寸結晶］人聞と云ふものは

So klug, wie zuvor ! （ゲーテ＇ 7アウスト第1筑中の文句）であるまいか！？

135. 在ベルリン，フォン・シユメルリング夫人に宛て L。

〔1894年明治26年（アバジアより 65歳）〕

『…－－私の容盟は依然たりでるります。良〈主主るかと思へば悪く友る。快活になるかと息へ

ば憂慢に主主ると云ふ始末であります。 とれが心臓病者の症朕主主のです。だが私の心臓れ不意

に破裂してくれ Lばよいがと希望する事もあります。唯だ長い病床生活だけは御尭です。……』

梁岡子！ とれは老人の常習言葉でるる。偉人でも卒凡人でも同じ事である。そしてそれ

が人間 B.老人の本音であるまいか。

136. 在ハイデルベyレグ大事，チエルニ｛教授に宛て L。

〔1894年明治26年（アパシアより 65歳）〕

r－・…・本年度からやっと拙者の外科教室の改築の着手が貰現する運びに友ったよ。だから若

し拙者が生存して居られたら来年の秋 (1895年）開校出来る都合主主のだ。さうなれば1896年に

は退職する心算なのだ。だがこん友衰弱した心臓の持主ではそれまで活きて居られるか，否や

だ0・・・・・・』

柴岡子！多年の希望であった病院改築の寅現を夢見てウヰンへは再び還って来られるや

否や前j1t;r.らぬ B.は知る尚もえにく叉アパシアへの療養に問掛けた時に最初の助手であった

c.に宛て Lの最後の手幸正である。

137. 在アパシア，クラックス教授に宛て L。

〔1894年明治26年（アバシアより 65歳）〕

『……若しもの事がるれば在ウヰンのドクトル，グルズェーに電報を打つ事を依額して置く

目下拙者の容膿は格別悪く主主ったと云ふのでは主主いが不服の夜が続くし午前の中tc.2時間程寝

椅子によると脈博不正と恐ろしい呼吸困難に襲はれるのでまたジキタリスの服用を始めたよ。

別に之が矯めに君の来診にも及ぶまいと思ふ。之は拙者の常例友ρだ。－…－－』
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138. 在ウヰン，フォン・グリユベル教授に宛て L。

〔1894年明治26年（アバシアより 65歳）〕

『……貴下にまだ改築工事の命令が首局者より下ってと友いと巾さる Lか？とれは驚いた！

文部省Z分課では確かに着手してよいと云ふ許可があった書です。多分貴下が建築工事の主

任に友る事に反針者がるるのかも知れない。我々には敵もありますぞ。話が進行し左ければ

Z分課へ行って談判して下さい。 どうも事件が以前よりもつれて居るやうですが此のごr:事は

拙者が退職するー迄とても待てない事項友のですぞ0・…ー』

業岡子！悠々として静養してゐるアパシアへG.の一通の手紙が着いたので事の意外に怒

気冠を筒いた事であらう。そして確かにそれが矯めに不眠の幾夜と脹博の不正と呼吸困

難の幾月か績いた事であらうと思ふ。之を精紳的ショックとも云へる。そして共の次の

日附の書面が B.の絶筆と友ってウヰンに着いた。

139. 在ウヰン，オフンヂツテル教授に宛て L。

〔1894年明治26年（アパシアよ P 65歳）〕

註。之は死亡2週間前に書いた手紙である。

『……近頃るる晩に一度ホテルの康聞でチゴイネルの歌を聴いたが之れが矯めに別に拙者の

諸症献が軽快したと云ふ謹では左い。不相鑓呼吸困難，不眠症は忠ふやうに治ら友いのは首然

でるる。諸症一進一退である。……』

柴岡子！之が B.書簡集の最終のー予紙である。その後2遡にして B.は鬼籍に登った。果

して如何なる終扇症献のもとに死んで行ったかは解ら友いし叉共の2週間の聞に手紙を

書いたのか否やも解ら友いが特に不思議たのは射：年の時に戦揚より妻に宛Jた2,3の書

面はあるにしても晩年に於て自分の妻に宛てたる一片の手紙すら此 B.書簡集に友い事で

ある！多分之は公にする事を避けた矯めであるまいかと思ふのは B.の如き筆まめ友人物

が妻に宛てた手紙を書か主主い筈は友いと思ふ。 B.の自序停に如何左る事が書いてるるか

一讃する事を得れば踊る面白い事柄が多いと思ふ。そして共の自序停に左の丈句が書い

であるとアルベルトはその追悼文に載せてゐる。

『自分に封する門弟の敬愛と自分の友人の親切を最後まで受け件られたものは字幅友

人間であると云へる。』

左様！ そして現代ではそん友人物も少たいし叉そんな門弟も友人も少たいものであるだ

らう。御時勢であるまいか！

老ト庵も此の戯筆の最後にもっと駄筆を弄したかったが止めとした。そして日くだ

『凡そ人の停記を書くよりは僻記を書かれる人に友らたければ友ら友い。』
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f笹をJ交じて感あり。

1. Billroth書簡集は全部で日5jj]の書簡を蒐集したものである。共の中より世かに106過だ

貯の文書の中から人間 Billrothk闘するもの L一部を抜草し之を器し，またとれに愚筆を書き

加へたものが邸ちとれでるる。固より外科事設建史にはあまり闘係も興味事友からうと思ふ

が人間 Billrothを考へるには好材料で主主い事はたい。

2. 畑違ひの外科壌の護建に闘して老ト庵の批評と愚見の添本は［lilより無則の業である。唯

だ老卜庵は人間 Billrothを此書簡によりて知る事に頂：たる関心を持った。もしそれ Billrothの

外科撃上の功績に就いて知らんと敬する人はわof.Albertの吉－いた Nekrologを読むか又は B.

氏自序怖を読めば解る事と息ふ。之は老ト庵の力の及ぶ事では友い。

3. Billrothの晩年に於ける事業と考察の煩悶は此の書簡集によりてその片鱗は知る事が出

来る 0. B.が晩年に於て計書した看護婦養成所の工事i乙少制適らぬ私財を投じたし叉共の夫人

をして其の事務を専ら取扱はしめたのは事賞らしいがその事項に就ての嗣係に於ては此の書

簡集からは少しも知る事が出来友い。

4. 此の LBillrothの書簡集から寸は，柴岡；HI乙は何等の興味も利銑もたからうが老人ト庵

は老人 Billrothを知るに及んで・人間 Billrothを知る事を得た事に大友る興味を感じた次第でる

る。

5. 書簡集には B.の好きな昔紫の事が甚だ多く古ーいであるが音柴を知ら主主い老ト庵は一切

之i亡就いて書か左かった。否書け主主かった。

遺記

柴岡子！ 卜庵の LBillroth書簡集から「は之でJ閣不しましたが乙ん主主無月jの筆硯を弄した

事の理由は 1緒言寸にも書きましたが共の中から Antisepticと Asepticの曹準用語とその外

科製上の肱用と叉一般麻酔術のはじまりに就いてもう少し B.氏の書簡集に書いてあるかと

足、びましたが得る鹿が甚だ少なかったのであります。何時頃如何たる古から書き抜いたか知、

りませんが卜庵の Memo の中に左の記事がるりずした。自Pち現代i乙於ては重に外科書陸上に

Aseptischとか Antiseptischと云ふ言－葉が八釜敷しくえはれてゐるが芯来共の江葉は何時頃か

ら留者が云ひ出したものか？と調ぺて見るとそれは決して191世紀の人々の護明した言葉で友

〈既に18tlt紀の中期に此の文字が月］ひられてゐ？と。そしてそれは醤感界だけでたく民聞にも

使用せられてゐたi（！主であったらしい。 IWち1751年……昭和14年を湖る事188(,l三前l亡殻行され

てゐ？と GentleMagazfoと云ふ雑誌に庄の事が＇； Ji：いてるる。日〈「ミレ－ (Myrhree）の水i襟液は

栴水よりも121告も強い Antisepticの力がるる」とあった。但しミレー液とは如何友るi作液でる

ったかは不明である。叉その時代の百科辞典様の書籍l乙アンチゼプチックの定義を左の通り

古：いである。 Antiseptica,sunt remedia interna et externa, Vuae putiidini resistent.自Pち防腐と云
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ふ意味を示してゐる。あの Semmelweissの用ひてゐ？と防腐剤はクロールナトリウム郎ち漂白粉

であった。それからリスターは多数の種々たる薬品を用ひてゐた。共の中にアルコール・リス

リンもあったさうである。

2. 日本に於ける最初のクロ、ホルム使用の事は矢問挿雲著の L江戸から東京へTの巻六に

下の記事がある。

『ヌ；久芯年 6 月 3 日江戸吉原名代の智間善考の子＇~jl次郎が脆症に躍った際lと玄朴（伊東）は

・クロ、ホルムを用ひて右脚を切断した。之我が園の醤者が麻酔襲を手術に雁用せし始めで

あって経過頗る良好由次郎は快癒の後以前Iの通り客席に出て隻脚で舞って喝采を博．した。

クロ、ホルムは其の少し前に蘭醤ボンベーが長崎へ来た時に輸入したものであるが劇薬で

aうるから誰も手をつけたかったのを玄朴が卒先して使用の端を棒いたので、るる。そしてク

ロ、ホルムは切支丹の手品ではあるまいか，と一時は非常な評判で・あった。』

集岡子！之は素人の書いたクロ、ホルム渡来の物語であるから果して震か否やは解らない

が文久元年と云へば1861年に相官しシンプゾンがクロ、ホルムを膝用したのは 1848年である

からそれから13年後の事であり昭和14年を湖る事責に78年前の事でるった。そして之は江戸

の事件であって主三三三はそれ以前に長崎に渡来してゐたのだから長崎に於ては此の魔酔薬

は既に臆用せられてゐたのであらうと思ふ。

附記

ビルロート逸話

ピルロートは其書簡集に現はれてゐる様iご感傷的なそして頗る庭面白な皐究的人間であったから面白い

逸話としてはあまり多〈は云ひ俸へられではないが其2,3をtr.に書き加へる。

共ー

ある時1人の老人が遺鼻術の手術をやってくれと頼んできた。 B.が之れを診察すると主主る

程共人の鼻は半分欠損してゐる。しかし随分長年月の昔時からの欠損であるらしししかも白

髪の老人でるった。そとで B.と病人との聞に一問一答がはじまった。

B.「君！ 友るほど君の鼻は半分欠損してゐる。だが，君は何歳だ主主ア。』

病人「先生！今年丁度80歳に友ります。」

B.『80歳？！随分高齢だ友ア，そして鼻が悪くなってから何年にたるかア。」

病人「50年以前からです。先生！』

B.『それでは 50＂！三間その鼻で・差支へが泣かったのだのに 80歳に友って遺鼻術にも及ぶまい

では友いか。』

病人『先生！貨は私の父は 110歳で浸しましたので私も今後30年もとんな鼻で辛抱するに

も及ぶまいと考へましたので一つ先生の奇術で・普通の算を浩って欲しいのですがたア。』

B.『止めて世き給へ。君！ 50年も件包したのでは主主いか！今後30年と云へば50年より少た
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いぞ！俺は浩鼻術の矯めには鼻は友ぷりたくないよ！鼻の矯めの浩鼻術友らいやだよ！』

世の中に病気の矯めに手術する事は必要だが手術の矯めに病気を持ってくる人も少主主くな

ν、。

其二

B.がるる時ウヰン醤製舎で、左の様友演説をして聴衆を笑はした事があった。

『……腎臓摘出の 1病例を報告しますがるる 1人の婦：人が腎臓痛に躍ってゐるので其病人の

親麗一同の承諾を得て次の日に腎臓摘出の手術を施さうと思ひまして器械寓般の準備をして

其病人の邸宅へ出掛けました。然しとの困難な手術は全〈失敗に終りました。 と云ふのは其

病人は手術の前夜に人知れや首を吊って死んで、ゐたからであります。……』

共三

外科の臨床講義にある 1人の8歳に友る病人が運び出された。そしてるる 1人の受検者が

その病気を診断せ左ければなら友い揚合であった。庭で頑是友い子供は大撃を上げて泣いて

仕様が友い。それで、B.は云ふた。

B.『よい子だ，よい子だ。何にもしやし友いよ！恐い事は友い。よしょし，よ＂＂＇子だ，よ

い子だ。泣かすコK，泣かす＇ i'L！』

然るにその子供は泣いて止まない。そして涙を流してポケットから 1個の銀貨をつかみ出

し主主がら B.に云ふた。

『……いやだよ，いやだよ！ をぢちゃん！ 此銀貨をあげるから師らしてください。なア，

沿ぢちゃん！ これをあげるよ。ゐち・ちゃん！ J

満堂喋笑！子供はますます泣き叫ぶと云ふ事になって・流石の B.も掛り果て L臨床講義も中

止，試験も中止，そして子供の好意の銀貨も得ゃに苦笑し友がら講堂から主主り出したと云ふ事

があった。


